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労働安全衛生関係

免許試験日程

2026年１月から３月までの間に
当センターで実施する学科試験の
日程は、右記のとおりです。

また、受験資格等については、
中国四国安全衛生技術センター
〒721-0955　広島県福山市新涯町2-29-36

    ☎ 084－954－4661に照会して下さい。
インターネットアドレス　　　　　　　　　　
https://www.chushi.exam.or.jp/
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2025年10月分 
新型コロナウイルス感染症り患による
労働災害発生状況

休業4日以上
（速報値）

製造業
0人（－15） 

第三次産業
348人（－373）

合計
348人
（－388）

2025年（令和７年）労働災害発生状況

鉱業
4人
（－1）

建設業
2人（±0）

その他
22人（－7）

第三次産業
   787人（＋30）　

第三次産業
 　2人（－1）　

林業
　1人（±0）

死　傷　災　害
（休業4日以上の死傷災害）

10月末現在（速報値）
（　）内は前年同月比増減数

死　亡　災　害
10月末現在（速報値）
（　）内は前年同月比増減数

林業
19人（－10）

製造業
5人（＋2）

製造業
434人（－24）

建設業
210人（＋14）

運輸交通業
272人（＋6）

運輸交通業
 3人（＋2）

貨物取扱業
 1人（＋1）

その他の
業種
  1人
    （＋1）

その他
1人
   （＋1）

貨物取扱業 19人（－9）

交通事故
2人（±0） 墜落・転落

5人（＋3）

崩壊・倒壊
0人（－3）

転倒
0人（－1）

激突され
      1人（＋1）

高温・低温の
物との接触
1人（＋1）

有害物との接触
0人（－1）

はさまれ・
 　　　巻き込まれ     
　　     5人（＋4）     

事故の
型　別
15人
（＋5）

令和７年死亡災害発生状況
番号 業　　種 災害発生月  発生時間帯 事故の型 起因物 災　害　発　生　状　況 備考

15 接客
娯楽業

令和7年
10月 16時台 挟まれ、

巻き込まれ
一般動力機械

乗用芝刈機で作業中に機械に異変を感じたので、エンジンをかけたままメカ担当
者と点検中、機械の右側から左手で運転席のアクセルペダルを操作したところ、
パーキングブレーキを操作し忘れていたために機械が動き出してひかれたもの。

岡山労働局 （令和７年10月末現在）

（注）令和７年１月１日から令和７年10月末日までに発生した労働災害で、令和７年10月末日までに労働基準監督署に報告のあったもの。

業種別
15人
（＋5）

木建28人（＋6）

岡山労働局から緊急のお知らせ！死亡災害が増加しています
12月は「職場のハラスメント撲滅月間」です！
長時間労働が疑われる事業場に対する令和６年度の
監督指導結果
津山労働監督署特別活動レポート
プラチナくるみん、くるみん、えるぼしの認定企業が
増えています！

5
7
10

12
14

令和７年度岡山地方産業安全衛生大会を開催しました
岡山地区プレス協議会の事業場視察見学会を行いました
令和７年度労務管理講習会のご案内
和気地区プレス・機械金属災害防止協議会合同研修会開催報告
第36回備北地区ゼロ災運動研究集会を開催しました

2
4
8
11
13

悠々自適
労働災害－統計－

15
16

全産業
1,767人
（－1）
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令和7年度 岡山地方産業安全衛生大会 令和7年度 岡山地方産業安全衛生大会

 岡山地方産業安全衛生大会 開催！令和
７年度

　令和７年度岡山地方産業安全衛生大会が、11月４日（火）岡山コンベンションセンター・ママカリフォー
ラムにて、県内各地の事業者や安全衛生担当者など約350名の参加者を迎え、盛大に開催されました。主催
は岡山県労働基準協会、建設業・陸上貨物運送事業・港湾貨物運送事業・林業木材製造業の各労働災害防止
協会岡山（県）支部、岡山産業保健総合支援センター、岡山県ＴＨＰ推進協議会、共催は岡山労働局、各労
働基準監督署です。
　本大会は昭和26年の第１回大会開催
以来、県内の安全衛生関係の主要行事
として毎年実施されています。
　開会式では、労働災害により尊い命
を失われた方々に黙とうを捧げた後、
主催者・共催者によるあいさつ、来賓
の岡山県知事による祝辞に続き、岡山
労働局長表彰式が行われ、地域の安全
衛生に顕著な貢献のあった４事業場お
よび３名の個人に、優良賞・奨励賞・
功績賞・安全衛生推進賞が授与されま
した。また、陸上貨物運送事業労働災
害防止協会岡山県支部の原田和充支部
長による大会宣言が宣誓され、その場
で採択されました。
　講演では、岡山労働局労働基準部の
貞宗恵治健康安全課長より「最近の労
働安全衛生行政から」と題し、労働災

害の現状や行政の最新動向について
解説がありました。続いて、岡山県
＋SAFE（プラスセーフ）協議会に
よる特別報告「あぶない！靴・床
面・動線から転倒リスクをズバリ物
申す！」では、スーパーマーケット
等のバックヤードで多発する転倒災
害の実態と対策が紹介されました。
　特別講演では、協栄金属工業㈱の
小山久紀代表取締役社長より「どん
底からの会社再建」～過疎地域の雇用を守り、働く人を大切にする職場づくり～と題し、過疎地域での雇用
維持と職場改革の実践例が語られました。経営危機からのⅤ字回復を果たした経験をもとに、「人を大切に
する経営」への転換、障害者雇用やメンタルヘルス対策、作業環境改善など、社員のモチベーション向上と
離職率低下につながった具体的な取り組みが紹介され、社員の多様性を尊重し、働きがいのある職場づくり
を目指す姿勢が多くの参加者に感銘を与えました。
　本大会を通じて、産業現場における安全衛生の最新課題と実践的な対策が共有されました。今後も関係者
が一丸となり、「安全で安心な職場環境」の実現に向けて取り組みが進むことを期待します。

開会あいさつ：荒木会長 開会あいさつ：森實岡山労働局長

特別講演：小山氏岡山県＋SAFE協議会

令和７年度 岡山労働局長表彰受賞者

● 末𠮷 雅夫（すえよし まさお） （岡山地域産業保健センター コーディネーター）

● 田端 雅弘（たばた まさひろ） （岡山県地域治療と仕事の両立支援推進チーム構成員）
● 赤田 博文（あかだ ひろふみ） 

● 荒川化学工業株式会社　水島工場 （倉敷市松江４丁目１番１号）

● 人形峠原子力産業株式会社 （苫田郡鏡野町上齋原1539-1）

○奨励賞
　地域の中で、安全衛生に関する水準が優秀で改善のための取組が他の模範であると認められる事業場に対する表彰

○優良賞
　地域の中で、安全衛生に関する水準が特に優秀で他の模範であると認められる事業場に対する表彰

○安全衛生推進賞
　地域の中で、長年にわたり安全衛生関係の業務に従事し、地域又は関係事業場の安全衛生水準の向上に顕著
な功績のあった個人に対する表彰

（順不同、敬称略）

（健康確保対策）

○功績賞
　地域の中で、長年にわたり事業者団体等の役員、学識経験者等であって、地域、団体又は関係事業場の安全衛
生水準の向上発展に多大な貢献をした個人に対する表彰

● 山陽総業株式会社 （赤磐市黒本37番地）
（安全確保対策）

● 丸五シーエス工業株式会社 （高梁市有漢町上有漢8297-1）

（安全確保対策）

（一般社団法人岡山県トラック協会備中支部 笠岡分会長　
 一般社団法人岡山県トラック協会 副会長／中国トラック協会 理事）
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令和7年度 岡山地方産業安全衛生大会
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　岡山地区プレス災害防止協議会では、11月27日（木）、協栄金属工業株式会社（島根県雲南市掛合町掛合1865）に
て、事業場見学研修会を開催しました。
　同社は、1972（昭和47）年の創業以来、精密薄物板金加工を
中心に、厨房機器、農業機械、医療・介護機器、建設機械な
ど、多種の金属製品を手掛け、受注から設計、加工、組立、検
査、出荷までを一貫して自社で行う体制を確立しており、約
4,000坪の広大な敷地には６つの工場と複合事務棟が整備され
ています。120台を超える大型機械を備え、山陰地方最大級の
生産設備と、長年培われた高度な技術力を背景に、顧客の多
様なニーズに応えながら、安全かつ高品質な製品づくりに取り
組まれています。
　また、同社は「過疎地の雇用を守る」という創業理念のも
と、地域社会への貢献にも力を入れています。社員教育や
OJT、外部研修を積極的に実施し、社員一人ひとりの声を大切にしながら、社内改善活動を推進している点も大きな
特徴です。

　当日は、小山久紀代表取締役社長より「令和７年度岡山
地方産業安全衛生大会」での特別講演内容を踏まえ、安
全管理や災害防止への取り組み、地域雇用の維持、人を大
切にする経営についてご講話いただきました。小山社長の
リーダーシップのもと、全労働者の理解と納得の上で、工
場内のレイアウトをできる限り工程の流れに沿ったものへ
と大胆に変更し、作業効率の確保とあわせて安全レベルを
飛躍的に向上させ、労災防止に高い成果をあげておられる
事例などが紹介されました。参加者の中には、以前の講演
をきっかけに今回の見学会に参加された方もおり、改めて
同社の経営姿勢や安全への取り組みに深い感銘を受ける
機会となりました。

　多くの方々にご参加いただき、非常に有意義な見学研修会となりました。今後もこのような機会を通じて、企業の
安全意識向上と地域社会の発展に寄与してまいります。

岡山地区プレス災害防止協議会

優良事業場見学研修会を実施しました優良事業場見学研修会を実施しました




